
磁気嵐及び脈動の愛現時比検に閥ナる調査脅

今選周

OnもheTimes of Sudden Commencemen旬 ofMagnaもicStorms and 

Magnaも,icPul砲もions.

By S. Ima凶もi.

Abstract: The absolute times of beginning of abrupt magnetic disturbance.CJ of Horizontal 
int色白itywere observed at Kaki位、 Toyohara,and Tsingtau wi地 moreprecise manner也姐
hitherto田 ed，組dwith improv.ed tnagnetograph, which a.re allもhe肌 mepa悦ernspecially 
made for the pnrpose ofぬisinv伺もigation. Forぬemngnetograph 12 mm.-15 mm. of the 
nbsi関a-scalecorresponds to n time・intcrvnl of one minute or 36-48 times longer than ordinary 
one. Eight a.brup色magneticstorms a.re a.bserved from 白色ober,1982 to December, 1983, of 
which :five sもormswere available. The resul旬針。悶follows:
A色Kakiokaand Tsingtnu，もhemagnetic storms were obser・ved cve1・yCBFlC 6～IO seconds 
ear Iyer色banat Toyohnra, and thi目r品.ngeofもimereterdation seem目色o・dependon the types 
of commencement of前01・ms.If the magnetic impuls白色raveled.ぬevelocity of propagaもion
inぬenorぬhemispherewould be 100～200 km./sec. ftom lower m唱neticlatitude to higher. 
The色imeof occurrence of pulsaもion(Element畠！welien) nre also compered, and the follow-
ing result 1s obta泊ed.
Plllsa.tio回訪 thosethree observatories occur simultaneo田lyin one second. 
Er re悶 due色ovariometers used are discu関ed.

地球磁集饗佑の磁場は大別してこつと鶏7す事が出来る・共のーは日費佑の磁場であり，他は擾抵

の磁場でるって永久磁場が地球の内部に原因を有するに反し，嬰化の磁場の大部分は其の原因が大

鋸の上居に存在すると考へられる・摂飢の磁場中磁京嵐に倒した主な研究は Kr.Birkelandの見

事在費験， C.Stormerの勢多き計算を始めとして， N.企.F. Moos, S. Chuplilunn, G . .Angenheiste1• 

及び F.A. Lindemann等の研究がるる・援貫Lの磁場は日鑓佑の磁場に比し複雑であって，共の原

因を説明するには此等に閥する詳細えに硯測が必要であるが，地球磁無感が古い串聞であるに係、歩，

共の鑓佑測定方法には進歩の跡か溜めて少ない．

援貫Lの磁場として最も著るしいものは所調磁無風であって，特に設現が比較的念激なものはその

典型的友ものでるる．眠勤朕鍵佑も著るしいものの一つであって費佑が規則的で②る蕗に特長がる

る．以下に趨ぷる事は此等二つの現象の褒現時が場所によって異なるかどうかを調査したもので，

従来の此種の調査の正措度に一歩を也あたものであると思ふ．

念此の間査中磁気i誌の蓄を現時に就いての結果は 0.R . .Assenbllie Lisbonne, 1983, Union GE!od. G6opbys. 

Interna也， Ass.Mag. Electr. Terr., Bull. No. 9, p. 149-157. p. 276-278. (1934），及び同報告 Ball.No. 10. 

(Trans. of Edinburgh meeting, 1086.) p. 174-177.に阪に溌表されたものである．
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此の調査は盟原地磁筑観測所に於ては畠山久尚氏，背島測候所に於ては故伊藤小三郎氏の御霊力

に負ふ事大であって，筆者は三観測所で行ったものをまとめたに過ぎ友いものである．此E起に爾氏

tc劃して厚〈謝意を表する．

調査の内容を述ぷるに先って，此種の研究が如何なる経路を遜り現在どの程度のものであるかを

記する事にする．

磁無風に闘して地球上の虞範囲に亘る材料から組織的に研究したのは， w.G. Adams<1＞であっ
て，磁無嵐が各地に於て其の艶佑の形，週期等がi殆んE同一でるる事を褒表した．続いて，W.Ellis<2>

は1880年8月11日の磁無風に就いて Greenwichと Zi-ka・weiとの比較から嵐が南地で殆E同時

に起る事を越ペ，頁に W.G. .Adams仰は同一嵐に就き九個所の翻担IJ所の材料から Ellisと同様の結

果を縛九共後 Ellis＜のは更に1880年4月16日から1889年9月17日までの聞に起った磁筑嵐に

就き八個所の誠測を利用し，三要素〈偏角，水平分力，鉛直分力〉の鼠の設現時の平均をとり，此れを

観担11所金値に就いて平均を求め，此の平均と各観測所の稜現時との差を求めた．共の結果は＋2.4分

から－2.9分の南極限値を得たが，此の差異は記録装置に起因する誤差か，或は民の鼓現時刻に差異

があるものかはf1'4疑問として居った.W. van Bemmelen＜めは Bataviaの盟富主主材料に就き詳細注

調査をなし，同一場所に於ても三要素は必歩しも同時刻に設現するものではない事を示した. Kt・－

Birkeland＜めは 1902-1903年の磁北極附近の翻測を整理して，各地共殆E同時現l]tc起る事を示して

ゐるが時刻の差を求むるにはより正離な記録装置を使用せねばならぬ惑を強調した．上記の人々

は線、て磁無風は各地に於て殆E同時刻に起ると云ふ定性的た蛮表をしたのみであったが L.A.

Bauer<7＞は始めて定量的な研究を殻表した．絞れは1902年5月8日の磁気嵐に就き二十五個所の

硯測所の材料から嵐は主として酉方より東方に進行し地球を一週するに 3.5分乃至 4分を要する

と云ふ結果を得九其の直後 R.L.Faris仰は1906年から1909年聞の磁気嵐訪問をPortorico,

Cheltenham, Boldwin, Sitka，及 Honoluluの五個所に就いて調査しBauerと同ーの結泉を得九

此の爾者の定量的危瑳表から此の問題が注意を呼び，引き続き 0.Krogress，めG.W.Walker，側 L• 

.A. Bauercm.c12i C. Chrce,'13),(Jり，＜16>R. L. Faris，＜＇の VanDaijk,<1ηKr. Birkeland,<1め S.Chap-

mann,(19＞等の研究及び論議が設表された．特に Chapmanは磁第鼠は東より西に停はる事を論

じE.w. Maunder＜均の設によって此れを説明ぜんと試みた.1913年に G. .Angenheister＇均，（22）は

Apia, Batavia, Tsing旬、及Cheltenhamの四つの視測所を利用し，自記援置の岡韓国筒の同轄を

早くして，磁第嵐及び眠動の起時に就き調査した．磁集嵐の起時に就いては遁確な結果は得られた

かったが脈動に闘しては Ba一九＝－2九土2.861Ba-A.P=+3.60土2思， Ta-...:1.P=+5月士2.88！.去

ふ結果を得地球の半面に瓦る康範囲に於ても眠動は測定誤差の範囲である数秒以内に於て同時に起
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る事を示した.1925年 L.A.Bauer<均及び W.T. Peterは R.L. Fadsが用ひた 1906-1909年

の材料を整理し，更に1922-1925年の材料からWatheroo，及V:Huancayo等南傘球の新設観測所を

も利用しも材料の取扱ひを正確にし次の結論を得た．即ち“磁無風は地球上各地に於て同時に起

るものに非宗，其の進行方向は東西方向に闘しでは不定であるけれ共巡行の早さは約 1000km./sec. 

である．叉磁策的緯度に関しては赤道から極の方へ約 100km./sec.の速さで進行する”と云ふので

ある．彼れは此の論文で西から東へ進む事に就いては R.L. Rode＜－.＞の説を引用してゐる・甫北方

向への時刻差を測定したのは Bauerが最初でるった．日本では阿国博士仰〉が柿岡と Cheltenham

の材料から 1926年 1月 27日の磁気嵐は約 70km./secの速さで東から西の方へ進行した事を澄

表された問中館博士{!G）は 1932,Oct., 24, 1933. April, 30及び同年 May,29の三念始嵐に就いて

29個の硯測所から材料を得られ此れを 1933のリスポンに於ける国際地磁集室中電無協合合議に

報告されてゐるが結論は興へられてゐたい.J. Egedal<27)は問中館博士の報告された材料から戎の

結論を得てゐる.(1）かLる材料から僻播越度を出す事は不可能である.(2）地球の半径に等しい距

離を嵐が僻播するには 1分以ょを要しない．然し此の結論は Egcdal自身の嵐に闘する→医定に

出費してゐる．

上記の人々の調査方法は多くは多数の観測所をニ群或は，それ以上の群に分ち，各群の平均鼓現

時を比較して進向方向を決定したのであるが，個々の観測所に就いて比較するときは，共等の結論

が正しいかどうかを疑はしめる程後現時の差の符競に差異が多い．故に此の問題の解決には激佃の

観測所の時刻の.Lf均をとるかわりに，各個の硯測所に就き蛮現時の正｛稲iた測定を放す事が緊要であ

って，より正磁友測定を行ふには，上記の人々が利用した材料が如何なる接置によって得られたか

を調査するのが順序である．従来各観測所で使用し？と自記鍍留は Angenheister及び 1932～1933

年の極年観測に於ける少数のものを除いては殆E総て一時間ニ糎の向締速度を有するものであるか

ら，1分間は 0.3粍に相官し 0.1粍まで測定し得るとしても20秒以内の誤差はまぬがれたい．更に

費j時が曲線自身に於て鶏されたい時は光接的主主誤差が相常の大をさに謹ずる事がある．倫叉記録測

定者治漠たる矯めの誤差は必十考慮すペき事でもし同一測定者でたい場合は曲線上の異君主る相に封

して時刻を測定する事があるからである．以上の注意は此種の観測に際しては蹴に充分考慮されて

ゐる事であるが，地球磁無の観測の様に観測所の撒が少たししかも地球全般に亙る観測を必要と

するものに於ては此等の事を満足し，同一装置に依って庇範囲に亙る鯛査を賀行する事は節見が容

易でたい・従って各観測所に就き衣の保件が満足さる Lたらぽ従来の研究より一歩を進むる事とた

る．即ち

1. 各観測所κ於て同一型の磁力計及び自記装置を使用する事．
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2. 自記用回筒の廻樽を早くする事．

3. ~時は磁力曲線自身に於て友し，正融危時計より直接選時する事．

4. 磁力計の感度を出来る丈け大と友し且つ各観測所のものを等しくする事．

5. 記録の髄みとりは閉じ人が行ふ事．

1932～1933年の極年観測に際し中央集象韮に於ては樺太の盟原町に臨時地磁集観測所を新設す

る事になったので，従来の磁力計及び自記装置に改良を加～上記の保件を満足する金〈同ー型式の

磁力計及び自記接置三組を製作し，此れを柿岡，盟原及び青島に配布して地球磁策費化の特殊測定を

行ふ事とした・此等三厩剖民庁の位置は戎の通りである．

地趨的位置 磁叙的位置
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但し磁北極の位置を λ＝201°E.<p=78.°5Nとした．

視測及び装置

1.測定の要素． 磁力費化測定には X,Y,Zの三直角分力或ひは偏角（D）.水平分力（H）.及び

鉛直分カ（Z）の三要素を自記せしむるのが普通であるが器繊製作の都合上水平分力の費佑のみを

測定した．

2.磁力計． Eschenbagen型車綿式で中央無象韮工作場の製作によるものであるが，磁石のみは

東北帝国大串の金属材料研究所で製作し？と K.S銅の偏平楕図形で長軸の長さ 15粍短軸の長さ 5

粍，厚さ 0.4粍である．他の金扇材料は中央無象産技師倉石六郎氏に検棄していたどき無磁性のも

ののみを採用し吊糸は水品糸を使用した尚磁石は三観測所共磁石の北極を東方に向けた・

3.自記接盟・ 筆者の原案により中央気象珪工作場の閉村昌準民の改良を加へ同工作場で製作し

た・同時間筒の長さは20極，牟径12額で岡純の速さは1分間の長さ 12粍乃至15粍で1秒間の長

さは0.2粍乃至0.25粍に相営し，ガバナーに依って出来る丈け一様に同時する棋にした．此れに由

って，従来の1時間2短のものに比し36倍乃至45倍の早さとたり， 5分間2粧のものに比しても

3倍乃至3.8倍と友る．叉間筒はその一同榔毎に軸の方向に5粍づL進行しt!IJ棋が重複する事を避

けた．

4.時計及.TJ刻時方法． ~1J時用時計は三硯測所共精巧合製秒打時計を使用し，東京天文~よりの

畢用時報を船橋無電局より受信し雨昔一致の方法により補正を求めた．罫ar待は1分毎に正しく二秒

間丈け光源の光度を弱くし此れによって時刻は毎分磁力曲線及び越線自身にて記錯する事とした．
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刻時l'C.際して光源を金〈消さたかったのは2秒間の分の刻時及び約1分聞に亙る時の刻時に際して

依測をのがれる矯めでるる．向叉固筒に巻く印盤紙の合せ自は硝子叡にて押へ快測たからしめた．

見鍛1分の長さ

12 mm. 
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1.2～1.5 '1/mm. 
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5.磁力計及び自記装置の定撤．

磁石の自由扱ll1JJ迦Wl
4.6 sec. 

5.0 グ

s.s 

問

脇

島

館

w
m
M
串
岡 I/ 2 II II 

寸法値は出来る丈け等しくしたかったのであるが吊糸の太さ共の他の闘係から上記の差を生じた．

6.記録調査方法．磁無嵐の調査は上記の装置により各観測所に於て記録したものを乾叡におい

更に此れを三倍乃至五倍に引き延して，各嵐に就き窃民数個をとれ此の各々に就いて嵐の鼓現都

中最も明瞭主主相に就き時刻を誠みとれ各観測所の各嵐に就き平均を求めた．顧みとりは鍛者自身

で行った．此の引き伸す事に依って，原記銘に於てはかなり援やか~曲線も比較的容易に極大或ひ

は極小の踏を決定する事を得た．服動では相臨す＝る相が明瞭であるから各翻測所に於て読みとった

ものをそのま L比較した．

7.観測した磁菰嵐． 1932年 10月から 1933年 12月までに翻測した念始を有する磁無風は

1932, Oct. 14. 1933, April, 30. May, 29, June, 25, J:.ily, 8, July, 23, Aug. 5, Sept. 25の8同

であるが，最後の二つは念始が比較的経やかであった矯め除く事にした．残りの6佃の鼠に就き念
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始の大きさをヨたに示す．
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上表の附圏中＋は水平分力及鉛直分力の増加，偏角iま共の西｛日増加を示す．

上記の調査方法に依り此等の嵐に就き各規制j所の自政まから求めた臥の設現時は次の通りであるー
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磁祭嵐か強力曲線上Eの鮪で起ったかを決定する事は極めて困難である．此れは磁易が常に多少

共鑓佑しつLある事と困版の右列に見る様に早廻しにするときは設現が常に除々であるからであ

る．其れ故に股密主主登現時刻をとるかわりに，共の附近に於て最も明瞭t.t相を揮んで比較するより

外によい方法は無い．故に般密に云ふたらば，此の調宜は磁無凪の蛮現都に於ける特殊相の設現時

を各観測所に就いて比較したものと云ふ事になる．然し此の事を箪に嵐の設現時と帯して置く．岡

．版中地電流を除いては，左方が普通問輔のもので右が上記の装置によるものである．

此誼の調査に於ては低耕度地方に於ける観測所の比較は割合に容易である・それは磁無的緯度が

高〈たる程絶えや小さい費佑が複雑に入って来て設現時を求むるに益々困難を感ぜしめるからであ

る．此の舗に於て比度の三鶴測所は此の調査に就いては遁首であったと去ふ事が出来る．図中舘博

士伺〉は此の事をヨたの様に面白く漣べられてゐる．

“In high latitude stations there are sudden changes which far exceed the selected S. C. 
・but do not appear in low latitude. The importance of low latitude stations, it appears to 

me, is to filter out the local distru・banccs, ・thus leaving the ground to11c which extends 

throughout the whole earth.” 

.s ..比較の結果． 上の表から各観測聞に就いて殻現時の差をとると共の様に主主る．

Oct. 14 

April 30 

l¥iay !?9 

June 25 

July 8 

July 23 

柿-----:{'l

砂 秒

+11.5 平均＋lo.4

+ 9.8 

＋ぺ平均＋ 6.2, 
+ 5.8 

+ 2.8 

袋一一背 柿一一脊

砂 秒 秒 秒

＋ぺ平均別
+12.0 

+:::, l平均＋2.S

上表中最後の行（盟ー柿）＝＋2.均が他の（盟ー柿〉の飽に比稜して著るしく少であるのは柿岡と

担原との曲線に相臨やる相が無かった需めで此の事は園版・より了解する事が出来る．此の記録型

の相違は磁場の費佑に依って起ると考へらるは也電流の影響でほえにいかとの疑問が起るが困版

に於ける様に地電Mt自身に於ても記録型の相違を示してゐる．参考・の矯めに May,29の地電流も

掲げてあるが，雨観測所に於て磁力曲線に相躍す＝る相がある時は，地電流に於ても常に相聴やる相

のある事が解る．此れに依って見れば，此の記録型の相違は磁場自身の饗4むに於て相違してゐる事

を示し，もし此の費佑が大来上居の電疏に依るものとすれば，共の電流自身が雨所陀於てかなりの

相違ある事を示して居る・高緯度に於て叉は高緯度と中綿度以下のものとの記鍬を比較するとき

は，相郎、やる相を鼓見出来ぬ事は稀では無いが僅かK緯度10度程度の距離にあるこっ磁策的低綿度

の場所に於て，饗佑に差異ある事は低緯度の面積に於て嵐の始めに上居電流の費佑が一様で‘~い場
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合がるる事を示して居り磁無嵐の理論に劃して極めて興味ある事貨を提供する・ものである．上表か

も得られる最も重要注事は〈．盟一一柿〉及び（盟ー背〉の符鵠が例外注〈正競でるり且つその敷f直が誤差

の範囲を遥かに越えてゐる事であって，此れは磁無風が低綿度の場所より高緯度の場所の方が湿れ

て設現する事を示してゐる．向叉（盟ー柿）は二群に分たれてゐるのを見る・一群はOct.14.April, 

80,May,29，で約10秒，他の群は June25, July 8で約 6秒である．此れを阻版 に於て見るに

最初の方は嵐の起り初めの都が最高に建する迄κ一度誠少して後増加してゐるが，第二群は次第に

増加し，その途中に於て減少する事が無い.Oct. 14のものも早廻しで見ると一度僅かに減少して

ゐるの治塀る．此の現象は記録するに用ひた振動系の性質に依るものでは無いかとの疑問を起さし

めるが後に述べる様に此の程度の週期の磁力鑓佑では振動系によって影響さる L事は無い・上の事

から磁無嵐の蛮現時の差は磁来的鮮度を異にする観測所に就いて常に一様たもので無〈嵐の起り始

めの型式に依って典たる様に恩はれる.1；吊May,29. June,2l5, July, 23.等の嵐が.April,30め嵐の

同師したもので．ある事も注意を要する．

磁無嵐が進行するものと仮定して，磁無的位置に就いて（盟ー柿〉の第一群から共の辿さを出すと，

111 km/secとたわ〈盟ー背〉では 100km/sec.とたる．此の平均は 106km/sec.でるって，第一群

の型式を有する嵐は平均此の速さでi並行した~にたる． （盟ー柿〕の第二群か色求めた遮さは 185

km/sec. と~る． 〈柿ー膏〉は材料が不足の矯め確言は出来たいが南北方向の速さより著るしく大で

ある事は乱守ますべきである．而して共の符脱が常に正でるるかEうかも此の二つ丈けでは何とも云

へたい．然し此の時柔u差から速さを出してみると 770km/secとえtる．上に得1t事は柿岡，盟原，青
島を合む挟い範囲に於いては競りの無い司Eであるが，t・し此れを庇い範囲にも油用出来るとすれば，

次の事が云へる．

1. 礎集嵐が進行するものとすれば，北牟球に抵ては其の方向は磁気的赤道から北方に向ひ，そ

の速さは嵐の起日始めの様子に関係するが約 100～200km/seoてある，

2. 磁気嵐の東西方向の向きは決定出家なかったが酉から東へ向ふものでiま其の蓮さに約 80。
km/seoであった・

L. A.Bnue1・ の最後の調獲によると前述の様に磁無風は赤道から極の方へ約 100km/sec.の速さ

で進行し東西方向の速度は約 1000km/secと云ふ結果を得てゐるが，此れは南北方向に就いては進

行の方向に闘しても此底に得た結果と一致し，漣さは雨方向に就いては大信同様~fj立となってゐる．

Bauerの調査は廻締法度の遇ぃ装置を有する多くの観測所の平均から求めた£は云へ，かたり信用

してよいと思ふ．而して此の事から上に得た結果・は地球全般に油用しでも大値蓋し文へ無い様に思

はれる．唯磁極附近に於ては事情が大分典たってゐる事に注意せねばたらたい・
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此蕗に眠動と稀するものは第1固に見る楼主主 Eschenhagen<29＞の所調9.蹟動捜現時の比較．

Elemcntalwellenであって以下に調査したものは 1933年 May,1.を除いては共の週期が約30秒

から 60秒の範囲に在るものであって， 1932年国1 f恥

10月から1934年2月迄の期間中最も明瞭に説

み得るもののみに説き調査した．脹動設現時の

調査は前記 G.Angenhciste1伊〉及び Eschen-

hagen<31＞の研究がちる．筆者の行った調査の方一一二二三三二二二二＝－－－＝＝＝－－－~－＝

値に相官する時刻を読む事にt..1ヒ．読みとりは各観測所に於てたしたもので，此れは磁気嵐の始め

法は脹動の山或ひは谷に就き極大値或ひは極少

の部分と異君主り，相~やる相が明瞭であるから此の方法で充分で・ある. ；火表に各観ilUJ所に於ける服
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盛原 柿岡 青島 袋一粉 豊一脊 者百一脅

年 ii 日 時 分 秒 秒 秒 秒 秒 秒

1988 April 19 12 43 19.8 18.7 +1.1 

II 品F 沼 12 48 崎.4 伺.0 08.9 +o‘4 -0.5 -0.9 

// II /I // 
d’ 2'8.0 28.8 -0.S 

II II 24 14 57 8-0.0 S0.2 -0.2 

// Q H // Q 01.1 58.S -1.6 

// May 1 15 09 19.0 18.4 17.8 +0.6 +L2 +0.6 

// 
，， // I/ .v 2L7 2LO 19.8 +0.1 +1.9 +l.2 

a，‘ I/ // // // 569 邸.4 57.S +0.5 -0.4 -0.9 

// // // I/ // 鴎.0 58.8 -0.8 

I/ ，， 7 9 48 29.8 29.5 却.7 +o.s +0.1 -0.2 

// // 15 10 51 13.7 I~U 18.2 -0.7 +0.5 +1.2 

II July 11 14 84 出.6 邸.6 0.0 

I/ Nov. .2 10 24 20.6 20.9 -0.8 

H ，， II 14 18 肱8 82.6 +0.2 

// H 。15 84 51.2 58 . .2 -2.0 

)/ 』F II // 45 51.2 52.2 -1.0 

II // 28 15 05 86.7 35.9 85.5 +0.8 +I.2 +M  
，， Dec. 7 12 41 01.7 01.9 旬.6 -0.2 -09 -0.7 

Q I/ 9 14 19 48.6 48.7 -0.1 

1934 Feb. 15 16 17 伺.5 59.4 59.S +l.l +l.2 +0.1 

II // ，， II 21 09.9 伺.2 08.S +L7 +l.6 -0.l 
，， // 11・ Q fill 0:9.5 08.S 09.S +L2 +0.2 -1.0 
，， v ，， ，， 28 12.0 11.6 12.8 +0.4 -0.8 -1.2 

// II 17 18 OS 21.1 2L7 -0.6 
，， II II ，， " 42.7 48.2 -0.5 

上表から差のE負及び金平均を求めると弐衰の様にたる．

強ー柿 娘一背 柿ー脊

針 同ti: 平均 計 同皇室 平均 計 問主主 平均

定 +16.2 24 +o.回 +11.8 18 +0.87 + 6.0 10 +0.60 。 8 l? 。
負 -8.8 16 -0.55 -10.0 12 -0.88 -20.5 28 -0.89 

計 +. 7.4 48 +0.17 + 1.8 27 +0.05 -14.5 88 -0.48 

（柿ー背〉に於て負鋭が正鵠に比し遁かに多いのは注意すべきでるらう．然し此鹿では唯其の結果

を報すτ・るのみに止める・以上の結果から決の事が結論される．

服動！ま柿岡，豊原，及び脅島ま含む範囲の地域に主主ては1秒以内に説て同時に起る．

G. Angenheisterの結果から見ると此の事責も殆んど地球の宇宙に亘る康範闘に‘適用出来る様に
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思はれる．

上に得アヒ結果は何れも水平分力のみに就いての事である事を注意して置し三要素全部に闘して

の調査は時働を得て行ひ度ひと，恩ふ．

10.自毘用磁力計の考察．上記の調主に使用した水平分力用の磁力計は磁石を一本の水品綜で損

したもので水品線の延長は磁石の中心を遁りj比れに垂直である．故に磁石は水晶綿と一致する垂直

軸の周囲に同縛し其の運動は水平面内に在る．かLる援勤系によって記録せられた磁力費佑は磁石

の固有周期，減衰比及び外力費佑の週期等に依って一般には外力艶4むと一定の比例をたさや叉位相

を異にするから，三翻測所に於ける撮勤系が上の調査に何程の影響を奥へるかを吟味する必、要があ

る．

水平分ブjを記録する所間 H-Vnriometerは上の様に吊した磁石の軸治瀦親子午線に殆んE直角

をたす様に水晶訴を振ってある．此の振動系治宝磁場の費佑 AHcos pt tL依って運動するときは温

度が一定たらば，

u=Oφ.AH cos (pt-fJ) 

と主主る．拾に”は磁石の平筒位置からの角鑓位で， Cは定数， φlま磁石撮勤の固有週期 To，減衰

比 ε及び外力の週期 Tu等の面撤である．第二聞は種々の Eに就いて2ν九とφとの闘係を示し
てゐるもので，九九＝1/io位とたればどの曲線も殆んど 1に盛近する．即ち 1'0=5秒とすると

中

2f) 

u 

1.0 

05 

策 2 箇 Tu= 50秒以上の週期をもって磁場が鑓4じするたらぽ，記

録された曲線の全部に亙って感度は一定である．ヨたに位相

差 β に就いて 8＝β＇／27rと1'.r/T0との開係を各の写に謝

して聞示すると第三聞とたる．第三回で To=5". T.r=258 

のものは£＝＇8に劃して，位相差1秒， t=2t'L劃しては位

相差 05秒とえEる．故に外力の饗佑が 25秒位の週期を有

するとき記録されたものでは磁場の毘の襲佑より ε＝8で

は約1秒， e=2では約0.5秒の位相差

があり，此等二つの振動系による相互

01 ・・＇ .・・・・. ' "• 

の位相差は0.5秒である．磁場艶4むの

遡期がとれより大とたれば益々位相差

は少た〈なって行〈．然るに磁気嵐の

始め及びal動費4むの起り方はかたり綾
o 0.2 a4 ar, a8 1.0 1.2 t.4 t.6 1.B 2ρ云E

やかく認〉でその遇期は大恒 30秒以上
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である・ 1指数割程度の遡期を有する鑓佑は援揺が極めて少て常通の磁力計では測定出来す事例〉叉普

温の磁力計では 30秒以下の遡期を有する聾佑は極めて少ゑい〈刊から此の間棄の材料とたった磁

力E団長は磁場の費4むに劃して常に感度が一定であり位相差は1秒以下でるる事が解る．故に記録依

然 sIm そのま L比践して差支へ怠〈，たど位相差のみが1秒以下で入って来る．
8 

a5r: 梅要．磁無嵐及び服動の蛮現時が場所に依って典たるかどうかを開査した．場所

0.3 

0.2 

0.1 

0 

として柿岡，盟原及び背島を探ぴ磁筑嵐は 1932,Oct., 14, 1933, April, 30, M:ay 

29, June, 25, July, 8, July, 23.の六個のものに就き，服動は1932,Oct.から1934,

Feb.までの期間中 49個に就き踊悲し・'k..!!Al査に使用した磁力針及び自自己接置は

三観測所共金〈同一型のもので，従来の此種調査に於ける主要注依闘を除去した．

自Re披置の廻脚辿度は 1分間 12粍乃至 15粍で磁筑臥に就いては斯くして得た記

織を更に三倍乃至五倍に強大して，澄現部の最も明瞭主主相躍す＝る相に劃して時刻を

臨みとり，服動は記録から直接説みとったものを比較した．其の結果は型原は常に

柿問及び背島より磁無嵐の蛮現が過しその時聞は 6秒乃至10秒であって，此の

差異は設現の槙子による．ニ同の磁集

ー 嵐からの結果では背島は柿岡より約 2
!.!! 

0 1.020 品0 100 20.0 玲 秒平〈聾現した・ 此の~から磁無嵐が

もし巡行するものとすれば次の事が去へる．

磁規制ま磁調E赤道から高緯度の方へ iOOkm／随0・乃至 200km/sec.の速さて樹号する．

向酉から東へ浩行するものては約 800km／蜘・の速さま有するものがある．

服動質化は三割測所を含む地織におτlまt秒以内て同時に起る．

向使用じた磁力肘治せ震動系による位相差として測定時聞に影響するのは1秒以内でるる事を明か

にした．

結び.1982-1983 ＆手の祖年観測に嘗り型原に臨時地磁無観測所放置を計量され，且つそれを貴行

して下さった岡図基長に厚〈御砲を申し上げる．

向磁力R・制作にあたり材料の磁性を検査していたどいた倉石技師及び器械の製作に種々創意を奥

へられ且つ製作に鑑カせられた岡村昌遊民はじめ中央集象韮工作場の諸氏に感鮒する次第である．

(1) Brit. Asa Rept. 1鵬0,p. 201. 

(2) Nature. Vol. 23, p. 38.，沼田．

(S) Brit. A飽.Repも.1；飽1,p. 4回．

(4) Proo. Roy. Soc. Vol. 62, p. 191, 1892. 

(5) List of.盈lag.Die. recorded nt Bata・雨aObs. 

188(ト1889,1907. 

(6) Nowegian A町.Pol. Exp. 1900-1908. Vol. 

I, part l. p. 68. 19C8. 

(7) Terr.Mag.andAtom.Elec. Vol15,p.9. 1910. 

(8) Terr. l¥fag. and Atom. Elec. Vol. 15, p. 98. 
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